コ□ザ爵然遞気形開故式石油ストーヴ 

取破觀明書 



正しく使って上手に節約 


SX-24 • SX-28 



このたびは、コロナ召ミ宙ストーブをお買いあげ 
し、ただき、まことにありか'とラございました。 

正しくお使いいただくために、この巧扱説明書 
をよ < お読みください。 

なお、お読みになつた後ちお使いになるちびい 
つでち見られる F 斤に「保証書」と巧に大切(こ保 
管しで < ださい。 


燃料は必す良質の巧油け喜な油)を 
使巧しでください。 


A を険 



KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：巧油 
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M 特にを意していただきたいこと度ミのために 0 ず約りくだをい) 


この取あ説明書および製品への表示では、製品をを全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は巧のよラになっています。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 


A 危険 

A 警告 
A ミ主意 


この表示を無視しで、誤った取りおい 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ盾険 
または义父'の危険び差し道って生じる 
ことび想をされる内客を示しでいます。 

この表示を無おしで、誤った取りおい 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ可能 
性または乂災の可能化が想定されるの 
客を示しでいます。 

この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負う可能なや物 
的摸害の発生か'想定されるの客を示し 
でいます。 
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iiiQIS 置!嫌鷄滤馈稳結を绝霉ごとを唐ばるものです。- 
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•河)^^ 
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カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないでください。 
义災の原因じなります。 



換気お要 
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換気せすに使巧しっづけないで 
ください。酸素び不足すると、 II ■■；：：■,,■ .y 

不完を燃焼し、^酸化炭素など 
び発生しで中壽じなるおそれびづ 
あります。 ^お^ 

使巧中は必ず1時間に1〜2回つ^ド^ 

(1 〜2分）換気しで、新鮮な空 
気を補給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気か>十分におこなえない場所 
では、使巧しないでください。 


給油時消义 

給油は、必す消乂しでからおこ 
なつでください。 

火災の原因じなります。 

こぼれたな油は、よくふきとつ 
でください。 


油もれを険 M 

給油□□蔚ま fit 実に締めでくだ 
さい。給ミ由□□をを下にしで、^も：) 

油もれびないことを確かめでく [}^ If * れをななり 

ださい。□をを斜めに締めたり ~ 

すると、簡単に□金びはすれで、乂ぶの原因になります。 


>11れ巧巧巧!1 


寝るとさ消义 


議乂纏熟 


〇 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
でください。 

巧類び落下しで乂がつき、火災 
の原因になります。 
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寝るときや外辻!するときは、必 
す消火 L/C ください。 こ 4 CTl 

また、人目の属かないところでは、 fpJlP^L 
使用しないでください。 1も:^嫌^ 

不完全燃焼や異常燃焼-乂ぶの 
おそれびあります。 

消乂の際は、必すしん調節つまみが消乂位置じちどり、 
火び消えたごとを確かめでください。 


やかんのせ禁止 夕^ 

やかんやなべなどをのせない み V nJ 

でください。 PrJ 

振動や接触によつでやかんや 
なべなどの熱湯びこぼれ、や 

けどのおそれ力々あります。また、なべの煮こぼれ(こよ 
つでストーブ巧部の部記び損傷するおそれか> あります。 























































スプレー 宙厳禁 

スプレー定や力たットこんろ巧ボ 
ンべなどをストーブの上や前に放 
置しないでください。 

熱でおの圧でび上びり、爆凳し、 
危険です。 


^こ.;：：::ミ•：. ::" 

儀誰 ARNIN 職 

® | 可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる看 



ス I ブを使巧しでいる部屋で、 
巧燃性ガスが発をずるもの（ベン 
ジン、シンナー、方ソリン）、ス 
プし一を使用しないでください。 

乂おや故障の原困【こなりまず。 



么ま意が AUTIQN) 


燃焼中移動禁止 


乂のついたまま持ち違ばないで< 

ださい。 \^お 

やけどのおそれが'あります。 

また、転倒ずると乂災になるおそ^ 1- 
れぴあります。 <^ィ 

純正部品の使用 

しんなどの部斋は、必す純正部品（指定され 
た部品）を使巧しでください。 

予想しない事おび発生するおそれびあります。 

異常時使用禁止 

におい、すすの発を、炎の色など 
異常燃焼を起こしたときは使巧し广つ 
ないでください。 

緊急の場含でをあわですにしんを 

下げで消乂しでください。 \ t ^ 

(邸8 • 9ぺ-ジ） A _ 

居室内給油禁止 

給油は、必す乂の気のないところでおこな 
っでください。乂がのおそれびあります。 

変質な油禁止 
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変質な巧（持ち越した巧ミをなど）、ちれた巧、 

水の混じつでいるな油などを使巧しないでく 
ださい。 

異常燃焼やしんび下がらなくなるおそれびあります。 


高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部(因の 
アミ部分）にまなどふれないでくだ 

さぃ。 原 

やけどのおそれびあります。 

ルさいお子様やからだの不自由な 
方のいるご家庭では、特に注意しでください。 



掃除機の排気にま意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないで < ださい。 

風びあたると顽乂び出たり、異 
常燃焼の原因になり危険です。 

分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使巧しないでください 。V 
不完全な修理や改造は危険です。 

お賣い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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可燃物との距離を離す 

燃えやすいちのや障 夕00:气ち' 

害物とは、必す國じ レー 

示ず距離をとつで設 

置しでください。 が哑^上 

乂がのおそれびあり 了^^^ - 

ます。 1 I ■、户 
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•20cm が上 J 


50cm な上 


かづ。 100抓な上 

ほこりの除去 

ほこりを、ときどき陈ましでください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼のお 
それびありまず。 

巧の場所では使用しない 


〇 
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乂災やず想しない事故の原因になります。 

•水平でない場所、不安定な場所 
♦風のあたる場所、部屋の化入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
• 可燃1生ガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•理•美客室、クリーニング店などスプレーや化等 
薬品を使ラ場所 

•マントルピースなどストーフカ<齒われる揚巧 
♦直射日光のあたる場所 
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正常燃焼の確認、 

圧萬(こ燃焼しでいることを確認 
しでください。 

しんび上がりずぎたり、燃焼筒 
か >すれでいたりすると異常燃焼 
し危険です。 


燃焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破 
損したままの状態では、絶対に使巧し I 

ないでください。 

異清燃焼したり、すず力 f 発生ずるおそれびあり 
まず。 
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保管時にしていただくこと 
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長期間使巧しないとさまたは保管すると 
きは、必すなミををおいで、乾電池をおり 
はすしでください。 

傾けた0、横倒しの状態では保管しないでください。 
乂災のおそれびあります。 


曰常のお手入れ時のま意 

曰常の点横，ま入れは必すおこな 
つでください。 

点検*手入れは、ストーブび冷え 
でからおこなつでください。 

(厮10 * 11ぺージ） 

やけどのおそれびあります。 


運搬ずるとき 

ストーブを運搬する場含は、給ミ由タンク* 
固定タンクののな巧を抜いでください。 
運搬の途中での巧びこぼれで周国をちす 
おそれびあります。 
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廃棄ずるとを 
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ストーブを廃棄処分するときは、必す給 
油タンク-固定タンクののなミ由を抜き取 
っでください。 （ C ^ 11ページ） 

I '灯油や乾電灌び入ったまま廃棄するとリサイクルの襟 
I じ思わめ事がになるおそれびありまず。 


ふく射熱に長時間あた5ない 

ストープに直接長時間あたらないでください。低温やけどや脱水症がになるおそれカタあります。 
お号様、おを霉り、病気のち、皮ふの弱いちなどびお使いになる場含は、ストーブの取り扱い、 
部屋の換気、やけど、低温やけどや脱水症がなどについで周囲の人力<十分ま意しでください。 
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灯油の廃棄 

な巧の廃棄処分は、ななをお買いホめになった販売店にご相談ください。 


回ほ用ずる場所 


効果的に使用するために 


参が気に接する窓側などに置くと、巧気びストーブで暖められ、上昇 
が流するので効乗的です。 

.輪ホ地姑卿がを巧か漉 a i ’ ll ’ 二’ 

•扇風機やサーキユレーターなどで室巧の空気を巧流させると、より 
効果的な暖房びできます。 

詳ぶづ yyyi •额が猿な:ちなむ龄^談慧 y 赛《乾秦 i だ"； tfip !;: ; 
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案の筒リンク 


しん案の筒 


しん案の筒パッキン 


しん巧え 


フック 


固定タンク 



点乂 ヒータ 
一点乂装置 


-^オイ J レピン 

——電池ケース 
—— 'ぶ受けざら 
給洩サインを具 
--ふりこ 


巧漂呂動消乂装置 





燃焼筒 


燃おリンク 


ガラス外筒 


が筒ベース 


燃焼筒つまみ 



給油□□を 


ミあ養計 


稳巧タンク 
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※単一お乾電她(削黄)2個を使巧しまず。 

























な使用前の準備 


指先に燃料をつけ、息をふきかけ 
ます。 

(义の気のない巧でおこなつでください。) 



打油は 
めれたまま 


X 涵 


巧ソリンは 
すぐ巧く 


巧シースンよ 
0持ち越しの 
なな 


0 

獲)赞 


長期間曰巧に 
あたる巧やお 
度の高い巧に 
巧管したな巧 

0 

酸ろが 


容おのふたが 
姑けてあつた0、 
乳白をのポリ 
容おで保管し 
たなな 


(み巧吊) 

、心 
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開こんと部品のセット 


1•包装巧からス I ^ーブを出ず 

参包装箱からストーブを取りおしでください。 
•ガードをとめでいるテープをはすしで、ガ 
ードを蘭いでください。 

•燃焼筒巻きをはすしでください。 

参タンク室ふたを開いで、タンク}甲えをはす 
しでください。 

1碗に®裝画 ’U 

.. ‘:;ぉ龄鹏靖黄瓣：(^^ぉ賴しヴ載憐 


2•が巧筒をたットする 

•燃焼筒をじットしたら、 
方ードをちとどおりにお 
りがけでください。 

•燃焼窟つまみを在ちに動 
かしで、しん案の筒に正 
しくすねつでレることを 
確認しでください。 






义巧 S 巧(単一お2お)をたットずる 

参乾電池は別売です。 

•同じ種類の新しい単一お乾電泡を2個巧意し 
でください。 

種類の異なる乾電ミ怯、または新しい乾電池と 
ちい乾電泡を組み含わせで使南しまずと、あ 
ちれや破裂のおそれわぐあります。 

•シーズン始めにすベで新しい乾電池(こ交換し 
で<ださい。消巧した熬電难を使巧すると、 
点、乂しにくい場合びあ0ます。 
►を側にある電池ケースに、乾電池を電池クー 
スの絵のち巧に合わせで正しくじットしでく 





が巧は必ずな巧 ( J 旧1夏な巧)を使用しでください。 

♦ IA 危険] ガソリンなどの揮発性の离い巧は絶巧に使巧しないでください。乂災の原因じなりまず。 

参 I 么ま意 I 変質口油、不純な'巧、巧れた油、ホの混じっているな>巧などはおがに使 ffl しないで<ださい。 

• 添加剤や助燃剖などは倭用しないでください。 

• 巧油は必す义気-雨水 • ごみ-高温および直射日光をさけた場所に保管しでください。 
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4。鐵厕前 I 圓擊鐘 




么警告]給油は必す消义してから乂の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順と注意 



1.お巧タンクを取0出し、給巧□□ををはずす 

•タンク室ふたを開いで給ミ由タンクを取り出し、給ミを□□金をち(こまわし 
で取りはずしでください。 

繪油□□金 


(断面） 


- li 吗 I 野". 



•燃焼巧;こ給ミがタジクを持ち上げまずと、象華のため 
じ給油鳴甚動消乂裝置がはたらいて、自動的に消火 
します。；：:;：；；：‘ ミミ 
•給ミを□□盡巧)巧の難分になどびはさまうでいる 
場含は取り除いでください。 

油もれの原因になります。 


2•給なする 

•巿販の給油ポンプなどを使巧しで、ミを量計を見なびら給ミをしでください。 
•ミ虫量計の 〔 D >〕 位置まで黒色(こ変わったら、給油をやめでください。 



’’づ囑 11111 


I ド ，. 



叫 

戶瞬 14 


’給な□□を 



3.給巧□□をを巧める 


A 警告繪油曰日をは、確実に締めでください* 


給油□□蓋をでに技で、ミをもれがないことを確かめでから、.鮮迪クンクを夕 I : 
ンク室に正じ< だ嘴卜しでください。 

►1 么警告1給油を0をを錄めに締めたりずると、簡孽にお油:口口を 
びはずれ t 、 火おの原因になります。 

»こぼれたな';由はよくふきとつでください。 


[ななびぞいとき] 


■給ミ由ずをとき破めやず（給油サインで確轉レ韦くだをし、4 ) 

参ご使巧帘、給巧タシク府のな油びかなくなると 
: r 給油がイン j ^で給をのず告をします。 

^ r 給油サイシ」；にピクちが出できたら、 r 給油 
;巧手照と浅意 J む ute がって給ミ由しでぐださい。， 

;絲1-を隱間で給油夕^ク肉の巧巧びなくなり..； 

；謙ず ,;.:^.：;'';:.';.; K . -: 


■P 

キヤビネジトと同を 


[な巧びかないとぎ] 



ピンク色 
キヤ ビネ、シ トと同色 


ピンク色 


点义前の準備と確認 


水平な塚巧に設置 



♦ストーブは、水平で安定の 
よい床の上に設置しでくだ 
さい。 

• 傾辩した揚がや振動の激;レい; 
場前で使用ずると、異常；燃焼 


やが農音動消乂 
の瞭因になりまず 


装置の誤作動 


給油時 g 動消义装置 
のたット 




-給ミ宙タンク 

自動的に 
亡ット 


•給巧タンクを t ットする 
と白動的にじ、ントされます。 


• 給巧タンクが確実に夕^なで 
: ( x ぶむと、セツトされ鮮 i か。; 


燃焼筒のすわり確韶 



参燃焼筒のつまみを持つ 
で左ろに2〜3回動か 
しで、しん案内筒に正 
しくすわつでいるかを 
確かめでくださし、。 


5¢爱白動消义装置のた^卜 

。义 ，ご-け >： CX > 

□ 〇 

•しん調節つまみをろ （ 点火位置） 
ち向にゆっくりとまるまでまねす 
ことにより自動のにじ、ントされます。 

♦ しん調節つまみ造まわすだ專巧お^敢 
巧と窜が是いの躬辦攀替聲鱗 
乂装置が旨1誦魄惊な咬 l ! f 豪抗乾いを 

接盜託1瞧!顆隱 

ん富もな乾茜り卖す r' … 








































































国使用方法 


I 電池点义のしかた 

.しん巧節つまみをまわし、点义ボタンを巧す 

参しん調節つまみをち （ 点义位置）ち巧にゆっくりとまるまで 
まわし、しんをいっぱいに上げでください。 

(しん調節つまみの突起が真上 r 点义の這」になります。） 
•点乂ボタンを静かにとまるまで巧しでください。 

:.^纖 itiiflii 論渔喊鑛賴藤 

.... 觀!^^^閣帮超维も無號唐：撫船し秉も：ミ..!1 :;.-:请た:::;;. I 
:攀帷¢1^骑;しつ’巧 ill 撫載 i レにくく;為:獄薰ず&ザみ’‘’ 
♦賺娘しお热 fe をが也削1患庶纖1树谋側当 fcr # む> 
ると’戚舉1：：一勢滯：?:ィ带^4ジトが«雜した:か*亏巧«獻，‘ 

:奪;.•爆鐵に独 P 谏命： U: ‘ ，|. . • ... . i. ム:. 


•点火を確認しでから、静かに指をはなし点义ボタンか li 実に 
ちとの位置に戻つでいることを確かめでください。 

纏圓隨腳圍圃欄 liMBIil ■ 圍 i 

誦雜講 p 颤謹議1輯讀難難醒 i 難 t 類難 intiiiiiif 

aiiii 瞧圆 III 賴 I 圍 iiiiiilit 画 ^ 


2•が说筒のすわ0巧巧 

•燃焼窩のつまみを持つで、をちじ2〜3◎動かしで、しん案 
巧筒に正しくすわつでいるかを確かめでください。 

♦I | 2 ^ミま 5 を].*! 1 が》が鼓 1 !/為ホおっおがお^化^’>截| 1 鐵|翅 5 ;; 

■ •據带常萍剝お減?* ate 推 U 碟もお u< -咬辣おけを;蝶!! is 縷娘-:;: 
■ ま意鐵藥微攤蘇觀離とお龄鄉葬和. 

I作琴お«進に獻ヴでい聲黃诞巧、嫁抑礎むよ:辨1鑛師Iが: 

ぞ ** 媒破恕 W-, I '!、 ：’ ‘;‘:• ぶ .: L ‘; ミぶ :’:.‘:; t !; 


お义の II へまわす j 


rm^ 々一— 

□ o 



な义ボタンを巧す^ 





■マッチ点义のしかた（点义ヒータが使えないとき） 

1，ガードを開いでください。 ^ 

2 .しん調節つまみをち（点乂位置）方宿)(こゆっくりとまるまでまわし、し 

んをいっぱいに上げでください。 : r 

3 . 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げでマッチで点乂しでください。 ii : 

4 . 燃焼筒をしん案の筒の上に静かに戻しでください。 -- 

5 .燃焼筒つまみを持って左ちに2〜3◎動かし、燃焼窟のすわりを確かめでください。 

6.ガードを閱めでください。 

:"議離離靜響削嗎釋確欄* W 麵睡; 

•：；.. ,吟脚巧巧巧 1* を >1: : i : ミ;’:!ち 窩 1: ::-.：; I j ：：- j|rv ;• »!；； ： j ；： : ； j ： jl !； i；ji ； j |= Ji お;;ぶ.; iN ; 吗 pi .. 


S ‘’趙:. 
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炎の調節（乂力調節) 


お火の ■ 

\ A スビード 



おの巧節はしん巧節つまみでおこないます。 

•おや赤熱のが態を見ながら しんの下げず ぎや しんの上げず ぎの状態に 
ならないよラに調節し、操作部の「調節範圓 j 巧でご使南ください。 


; Jj ;# . 心知識離？第み ' rf 

を（点义位置）方向 I こまわす 
を（消火位置）方向 I こまねす 


;; 縛:; 

上わを 
下がる 


巧びる 
ルさ < なる 


炎のげ態 


X じがの下ばずぎ 


燃焼筒の上部 
び黒い 



【下限】 

燃焼簡が十分 
に赤熱しでい 
る 

巧熱部分 



♦点火祭1安1^2が#たった^部舞のな炎の辆や,; i 縣驚窗の猜瓣ムラびでるときは、;燃焼簡っ串みを持っで左を呜趕禱を心 
3.固®かじをくだ;寒な i そがをちおが傅びできたち、しん誕簾つまみを左じスイかシト消乂 f 立置)お絳へまねしで巫しい 
;;;.が巧が度 t ; 喧舞绩 i じで.ご龍摄裝ださい。 

^♦魚火後そのまま敵なたおく送レみ/の上げずぎのぶ f ピ榮ががりで、すすや^聽化炭累び発をずることびありまず。.. 

J まお、しんめ木けずぎ; 詔 y ? 讀に 燃焼筒の巧熱びす活 每嗜 状態で燃焼しますと、;：燃焼 磊が皆 おッ がに おい'一酸化辕 
H 素び発ま 请翻卖 がりを 敵 d ; むん にカーボンが巧着 fc 、;; ^ん調節お重くなります。、このよう蘇とき;はじんの寺入れをレで 

くだき始(靡: I お詞ぉ.: ：：： • 

参しおを卞削£が叢が每讓激にしん諷節つまみをを(蘇典位截看勒へ素わすと、一縣のに幾げ傅びでにおし雌黑澤がで.るこ 
とあり索ず6 ;し;獅節度葦みをち(点乂位穫)ちが N まわ镇とき啓;非裝を冥なびらゆう<:り操作心でくだミい' 

♦燃焼串お自、谦災ボをシに罐利治いでください。点典辨夕^を巧ず摸炎が上がりまず。また}ちしす寒ますだ i 煮乂たータの 
•啤梦評蠢^ジ杉が変聽し妃り;觀線したりずることがありまず6 ■ ■ ■ 

;.麵頸讀赢:を超蒼遮船;蟲雜をだを使蘭すると、おがピンク色になることがありまずび、異蒂ではありません。.. 


■通常消义のしかた 


ホ乂 スビ- ド狀お!の 

□ □ 


MKIB 巧1••な义の！ 



•しん調節つまみを左(ニオイカット'消义化ち)方向 
にまわす 

• しん調節つまみをを （ 二すイカット消乂位置 ） ち巧にゆっくり 
と、軽くとまるまでまわしで、消乂しでください。 

( しん調節つまみの突起び'「ニオイカツト消乂位置」になります。） 


•ス:ド^ブを巧 b をりしで消次しないでくだを化； h : ni : N ; .H ミ 
義達#程度で消おしま歌？:; N ; j inu ; Ny.f f ; N ; f 〇 

:•じ知難節ク策が忘章くま feiD たど费请 f み炎ぉで德蘭技 t 热茜墙 s 
火は®辦が〜辕 1 申びることがありまずの耗雖げ備忍嘴が强實像教 

な;譲お y ぶ結娩熱 i I : 


2•消义の巧巧をする 

•必ず消乂の確認をしでください。 






















5 . 使箱方法 


■スピード消义のしかた(緊急時の消义方法） 

しん拥節つまみで消义ずることのできない巧急時にだけ使用してください。 

1•スピード消义ボタンを巧す 

•巧震自動消火装置び作動し、しんび下びります。 

( しん調節つまみの突起び r スピード消乂位置」じ戻ります。） 

• iWu 弱额'つ乘がの染起が f ぶどード溝乂値疆 j ‘に萬をないと塞は、 
谭离建语スピード消火ボ多ンを抑しながら、しん調節つまみを茫‘ 
.. 巧 if が華軒で鑛火ミレ巧<ちをい*; I ;;;; 

滯師畔夕ぺで、輿み E | をに群 U が謹くなります々 .：；' 

’麟寶顿雜综繁が y 殺扯鄰觀:請草那钱お; i 多《神蚕心试接占 i 
'スピ pm おが费ジ灌雜 yafi ム觀雜堯塞 tr ドが口遭ち赴も >. 
お就〇棄勤©與趟が r スピド?も^位爱 J に涙らない)で消乂しな 
いこと教數りまずゃ 

-こ吗东赛なと弯薇知巧章を抗稽お t •くだ堯い。 < C ^ 11グ；^ジ) 

2•消义の巧巧をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消乂しない（しん調節つまみの突起が「消乂位置」に戻5ない)ときは… 


しん調節つまみをまねしでち、スピード消乂ボタンを巧しでち、しんが下がらす消乂しないときは給ミをタンク 
を取り出し、乂び消えるまで燃焼させでください。 

このよラなとさは、お買い求めの販売店または、コ□ナお客様ごホ目談窓□じご相談ください。 


消义後再点乂するときは•- 


消乂後すぐ(こ再点乂すると燃焼簡の温度び高くで、点乂しなかったり、においびします。また、点火ヒータの 
I フイラメントび断線する場ります。燃焼筒びちえるまで、5分位待つでから点乂しでください。 J 





強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消乂装置び作動しで自動のに消乂します。 

しん調節つまみをち(点乂位置)ち向にゆっくりとまるまでまわすことにより自動的にじットされます。 
(厮6ページ） 


觀駕菌裝淵火雖賴達が翔度藻がち rki 0 D 〜200ぶしの振藏によ〇串纖齊恣讓かこ衛攤 b でありまず&ミミ,.: 

1レたが节で2鶴痛繫頤載|献驚猜ぃ0傑斌な鍛職、條斜 *2? な難動心棄世献；|；1|1：- 
•雙觀な鴻據だ韻焉誦 i 撫駿沒一取敍兹が鍛•く猶惠しちぉ辕&、難驚録截瓣號難»が惟義!心でお!^んが竞查に下が i 
:;獨華をな a 皆觸 Kitiwdii が源轉棄皆，こ如雖巧な,を織乘 U 細卖入れ猿 y 蟲皆お这がぺ i 4 ジ）. 
嚷銷講によつ苟|觀11/|：麵殼齡..蹈顚據帮 SS 猶、ぶ卜な鱗 i 霸、，獄》な離觀綿雜<!&黛雜琐攘1^、ことを磕韻1;;^たあど、;! 

..醉がし巧靖恥 IV :, ”. 1 ..;レ.い';:,' 


国その他の装垣（給油時自動消义装居) 

燃焼をに、給油タンクを持ち上げると、自動的に消乂します。 

給油タンクをじツトずると目動的に t ツトされます。 

:夕給強幸;咖吟ヴ準い 喊' '賴献 翻纖脯 































短拔烏啸 y 

:廣 S V 台.. 

.轉渡をジク; y / 

~套度ネット、反辩 

が板,覆お、 養替なだ 

^ ;鳴^，みお; h ; 

ス巧簡辑; 

教頭誰 ;:: i 


しお袭两境 



点災たータ 


:点 おずる 荷辱/ 1 

h ' 由ちれ‘おのたまりやミ由のにじみびなし、 
か。 


♦ほこりやちれびないか。 

• 化繊などのほこりび烧ぎついていないか。 
•白っぽく変をしでいないか。_ _ 

•可燃物びないか。 

•点义ヒークのホ熱が弱くないか。点乂し 
にくくないか。 

• たいらの部分に燃えかすなどびたまっで 
いないか。 

'燃えかすなどびたまると燃惊筒のすね I 
りを悪くしで、燃焼を阻害ずることが i 
あります。 I 


♦点乂ヒータの位置（しんとの間隔）は正 
しいか。 

'フィラメントび、しんじ巧しでちよラ\ 
ど長いの置にないと点义しにく くなり 
ます。 / 


•フィラメントの変お、脚線はないか。 


しんか点义部 


•燃えかすなどび落ちていないか。 

♦ほつれでいないか。 

/痛乂操作をしでフィラメントびしんの 
( ほつれに触れるとホ熱び悪くなり点义 
I しにくくなります。 / 

[た動員さ1 

♦乾電池を拖いで、しんを上げ、置台の左 
側を前後に強く動かしたとき、巧震自動 
消义装置力ぐ乍動しで、しんび最後まで確 
実に下びるか。 


鮮 SI き動消夕装愛 隔 I 部(ふりこ、ベ-ス)] 

f 点较接 ii: 化ず乾 巧 逝 1 •ごみ、異物、ほこりなどび巧農しでいな 
を»い玄< ださけな：. いか。 


しん襄睹/もジキン 


:作動部(しん ) j 
♦ しんの上てはスム'-スカ、。 

•タールの巧着はないか。 

♦のびたり、のれたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 


:,;処置方法' • 

♦油のたまりれ油のにじみはふきとる。 

•油もれのおる谗苗は、;お黄が萊おおお壳虔に侈理を巧賴提でぐ 

ださい。 ■ 

---- - -----— 

•ブラシややわらかい巧でみきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 

♦ しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふぎとる： 

♦ しめらせたやねらかい巧でふきとる。_ 

•周猫を整理•清掃し、却燃物はおり除く。 


>同じ種類の新しい乾電泡(単一形2個)と交換する。 


♦燃烧筒をはすし、©ドライパー 


の先で燃えかすなどを取り樣く。 たいらの部お 

>しんの巧銘をし/ ulS 肉精巧た S ^齊^さ 

いらの部分に含わち、;がぶか;'' 

ずがみぞにをちなも)編琴(琴与^ 

届[しでください 。"；: j 


，ヴ p ' ライバニ- 


ん んの江!が1 Omrr のときに しん 
点火ヒータの位置びちょラ 、 

ど良いところじなりまず。-^ 

► ffi 置の煎整はお黄いずめ. ^ 

の販巧巧に巧おしでくだ t 

さい。 1〜 2 im ) 


2.加 m lOmm 


■ しん案の筒 


♦変おはヌッチ棒などでまつす 
ぐになおす。 

♦変おびなおらないちのや、断 
線したちのはがり碧える。 
(斷13ページ） 

•燃えかすなどをお0除く。 

♦ほつれを切]る。 一 


フィラメントく フィラメントの お〉 

齊崎^**^ - msamm 一 

しリ' ， X 

。I 



燃えかず 


►感震部、作動部を点検する。 

f 燃焼筒と給';宙タンクをおり化し、しん調節つまみを®いたあと/ 
キャビネ、シトの左ち側面(下部)の止めねじ4本と操た部中央 
の止めねじ1本をはすし、キヤビネットを前ちじ約 45"" 傾け、 
操作部び引つかからないよラを意しで持ち上げではすしでく 
ださい。 


ミ'けづミ;が!リ感震部をふの一 

蟲ふ.炎咬皆 



>やわら力、いなで、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれい I こふきとる。 

^キヤビネシトのはずしかたは、1 
上記作動真台の処置ち法参照。 


•しんの手入れをする。 （13" 11ベージ） 

♦効果のない場台は、しんを交換する。 

(お買いずめの販売巧または、お巧くのコ□ナお客樣ご相談窓 □ 
_じご相談ください。）__ _ _ _ 

•バツキンに、のび、棚れ、ひびなどび入つでいた場含は交換する。 
(お買い求めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目該窓 □ 
にご相談ください。） 


画日常の点検•手入れ 

点巧•ま入れは、消义をストーブび十分冷えでから、おこなつでください。 

;古巧撫自勤消ぶ裝醫舊詔解り、逆でふぃたりしなぃ巧く:ださぃ。； 

•しんの標華おな遠1制0華をず。切)つたり、長ぐ哥きあむたりしなぃでください。• :: ;^中:.- 

• しお/襄巧齒.給油み灰加,織焼筒は変おさせないでもだきい。また燃焼筒を蕩としで、ガラスを劃う fc りしなしで. 

:; < だ连が,;:;；, r ；//// :;自;ふお..： .. ;ミ.. fj:v ;:門 N . 


を吊巧と 


巧2回 2力巧に1回月1回しん交換時 

















8 . 曰常の点巧 • 手入れ 



しんの点検•手入れ（月1回） 


■変質な油や不純な油などでしんの上部にカーボンやタールび付着し、不具さび生じた 
とき（屈-日ページ）は、しんの手入れをしてください。 

しんの寺入れをずるときは、風のあたらない巧所でおこなつでください。風びあたると巧乂び出たり、 
異常燃焼の原因になり危侯です。また、しんのま入れやはにおい; b 々しますので換気をしでください。 




おなタンク 


1•空タンクをじツトする 


义ボタンを巧^ 


I 参給油タンクのななを巧いで、空タンクをたットしでくだ 

よ"5^ 計! V ( さい。 

* '麵觀!猶鑛静獅婦攝: 

2•点义揉作をする 

乂位》へまね'^ 命义ボタンを巧ミ） •しん調節つまみをち(点乂位置)ち巧にゆっくりとまるまで 

三こ二_ まわし、しんをいっばいに上げたあと点乂ボタンを静か 

ス戸, W の 製@ ぃ"*® に巧しで点乂しでください 

uJ Cj •圧しい炎の状態で燃焼させでください。 （ C ^ 8ページ） 

3ミ競21^なくなって、义力がかさくな 

ん义力がかさくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消义するまでが病させる 

L お b ぉ!がかを:《福&でいをと乾絲、1|知お姜入お1接を-^3@^5こなっでく始をい；^ 部島;::：‘ 

1;，起知の卖み對雌渡ご鞭爛 I ま、し命據^おでま凉朱げでかを籍繞をンク遜 te ッ.わ私骑が成 t 謙讀で li 細 iHr 姑巧油が 
しみこん巧かみ点火しでください。 . - : — 

::!:レんに午ぉな疵がしみこ叢なぃぅ鞋樓缉絮ず難な^聪い上げ巧燕のが獻携窗巧爺騎不麗が綻《ことが浪り建ず。 


AiiiCIfe スご-ドか|；^9 

口 □ , 


■次のようなときは新しいしんと交換してください。 （ 13ぺ•-ジ） 

•しんのを入れをおこなっでち力ーボンや夕ールびとれす、効栗がないとき。 
•しんび水を含んでしまい、しんの上下操がび重くなったとき。 

•しんの上部か t 消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっでいるとさ。ジ 

■しんについて 、 

•このストーブのしんは着乂しやすいよラに点乂部に切欠きびありまず。 

•の夕き部分の繊維をほつれさせないでください。 






しんのの巧含 
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給ミをする__ 

給油タンク、固定タンク巧のミ由を 
巧き、きれいななミをで洗い、しん 
ち交換ずる 

給油後はしんを下げで20がが上待 
ち、しんに十分な a びしみこんで 
から点乂する_ 

正しい炎のが態になるよラにしん 
を調節ずる 

燃焼筒つまみををちじ動かしです 
ゎり識ぉず — 一 

窓をあけ、部屋の換気をずる 
「しんの寺入れ J をずる 

変おをなおすか交換する 

® ©を正しく入れる 
新しい乾 電 池と交換する 

新しい部品と交換する 

風の当たらない場所で使巧する 
振動を受けないよラじする 

販売店に依頼してすぐ修理する_ 
給巧タンクを確実に入れる 
販売店に依頼しですぐ修理する 


参燃焼中や消火後に、ときどき「ポコンポコン J といラ音びしますび、これは給ミ宙タンクから固定タンクへなぶび流出す 
るときの音で異常ではありません。 


が霧圍 PP 鐵科獅 i にいる 


«癖簡をすわむが 》い 


長特閣閱め橘!つ巧部屋で使用。でいる 


段も挺 it (プすき 


り 


こんな症がは 
ありまだんか 


•油ちれびする。 

•おび不安定でススや黒煙び化る。 

•器員を強くゆすっても炎び消えない。 
•焦げるよラなじおいや目びチカチカずる。 
•その他の異常や故障びある。 


故障や事故の防止のため必す 
販売店じご連絡ください。 
点検-修理じついでのご賣巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


故障-異常の見分け方と処置方法 

巧の表にちとつ'いて、お確かめください。 

処置ち法により処置しでち養くならないときは、お買い求めの販売店にご相談ください。 


国定巧点巧 


長巧間ご使用にな0ますと、おおの点巧び必要です。 

2をに1回程度、シーズン終了後などにお買い求めの販売店または、修理資抱き〔(お）曰本石ミ由燃焼機器 
保巧協ミ (tel 03-3499-2928) でおこなラ巧術管理講習舍修了吾 （5 ミを機器巧術貨理±)など〕のいる 
店などに点検依頼されることをおすずめします。 

I- • •- "1. _•- • 二 ：* •: i ■- ^ __ . _- .… こ. MA ::- ■--- ■ ■::;: •: ■" 1 I ： ' こ ：- • 



しんぴすぐでびつで U 讓一 

う_ b _ I •…- 

し知が下がみなれ：： 


:如龙了綴带げ雲ぶ‘ 


.潇ぶや.巧スがをる‘ 
においがする.：：/ 


炎がかたよる， 

燃焼筒びホ熱しない， 



点火しな5 


消乂しな G 


.火のまお巧が憑 S 

巧タンクに巧逆が入.つで 
いるのじ消火ずる..；.：。 


am 












































ミ!;;.. 


.:: M 5 韶领®のとをの^ M , ‘ ’ . 

:;:*- € 1 ® 響を鞋修银 ：. 細域横玲巧職が i 綱雜鑛欄娜鑛嘛敵.;觀卿#||お 
おザ巧隶た解》«撫舊(瓶旧东较渐《撕が臟静 g 爲瓣茜な今妓媚齡細 6 舊が?境 : mrnm 
V 擴術獲®堂ミ:..•硬ど）巧る鑛舞®にご相談< S を 

も;舜細巧:コ幽純腳構幽麵識纖毫： 


.も 


人； 


!|1：1： 


•’ ••；••；•：:；，••• \ 


■^4： 


議 ; 

;;;•换 S 纖 巧，. 補隱 

Ik- • i* •• : i ； :: m A.f.i'l-. :::: X--5S- •«<•. .•• - •-■ 一 . _ こ g; - !；!. ,、••-.:!： 


， j ミ•- 


瞧虐. 


■: • b んは勉ず横ま難瑞鶴細避れた" f 如ナ胳心藉麵戀’鑑お 

.:,; 説 !. imm 纖激纖 mimM ! 纖 

•リ•しんの森換怒緯 I お;常！]劈牆罔晤んの恆灌賺雜嚴雜私豁嚇撫戟賴 WA 匙|髮棘 iD でくだ歩み 



燃焼筒の交換 


燃焼筒のガラスカ 《 割れたときは、お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごホ目談窓□にご相談くださし、。 


点乂ヒータの交換 


1•巧電游とが巧筒を取0出ず 


2•リングフタをひらく 

•リングフタの止めねじ1本 
をはすして、リンヴフタを 
開いでください。 


止めねじ 



U ンヴフタ 


3•点义 ヒータを はずす 

•点乂ヒータ先端び点火窓におブく 
までな乂ボタンを押しで < ださい， 
•点火ヒータをま前に巧しながらと 
まるまでをじまねし、点乂ボタン 
を静かに戻しでください。点乂ヒ 
—夕ろタソグジトからはすれます。 


な-。,. 

伸す感民 


4•巧しいお义 ヒータを 巧〇がける 

参点义ボタンを巧しでソクットの 
みぞの位置を確認しでください。< 

参点乂ヒータのヒータ巧ードを下が 
側にしで、ソケットのみぞに点 _ 

乂ヒータの突起を入れながらな③突起と苗辜をわせる 
乂ヒータを孚前にとまるまで善 —- 
し込んだあと左にまわしでくだ‘ 

さい。フィラメントカ《水平にな 
ります。 




ヒー タガードを 
下にする 


@巧す 

ンケット 
のみぞ 

感まわす 



5，11ングフタを面定ずる 

♦リンブフタのつめが案内筒リンヴの角巧 
じ入つでいることを確認しでから、ちと 
どおりに止めねじで国定しでください。 It めね n 



圓巧宫 


おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとき 


1•給巧タンク-固をタンク內のな巧を巧ぎ巧っでください。 11ページ） 

•水、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因じなることもあります。 
♦な 油を 抜いたあ とは、巧部をよく乾燥させでください。 

2•しんの手入れをしでください。 （ c ^ ll ページ） 

3•必ずを電池を巧0はずしでください。 

4•內却のごみやほこりを巧つでください。 ~ 

♦燃焼筒と給ミをタンクを巧り出し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビネットのをち側面（下部）の止めねじ4本と操 
作部中央の止めねじ1本をはすし、キャビネットを前ちに約 45" 備寸、操作部び引っかからないよラを意しで持ち上 
げではすしでください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、ちとどおりに組み立ででくださし、。 


5•ストーブのが規を巧巧してください。 （が10ぺージ） 


6•巧震自®消义装置を作苗!させでください。 （ t ^ 10ページ） 


7•包装おに入れて、巧巧した巧巧に水平にお管しでください。 

••♦鞭源觀ぉ聲な，填睡>家譜おホ蜡掉傑無把終援赛か;;‘ :幕:: LVi ;, yi:V が 
歓シづンに赫峨哼|潑擊きな、鄉齒轉鐘が備赠 I 斬讀離增約し v ; p 織 i 難！を錦淹賴離較錦おだざし、。 
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函仕様 

f -ml — iirffTi 甘が I 


f 型或;;か;祕み’ 一 SX -24 V ： ： u , iv ； ：.1 MSX ，28 ;; 1111 

■KE . •; - 

徑 r r • 

類 しんな-放射お 

点:;.^ :: 於. i ; ち;;! 

す 

~ 電池点乂 

= 点 V 捕'::燃;料: 

なミ宙 （ J に1号なミを） 

燃料可費蓋 

0.235 L/h 

0.275しル 

暖房；;出.み 

2.42 kW 

2.83 I<W 

油タンク容 

里 

4.0 L 

4,0し 

燃焼継^続！瞎 

'間 

約 17.0 時間 

約 14.5 時間 

標部;;；避;;;;室 

木 造11,5が (7 置)まで 1 

コンクリート15.0が(9畳)まで 

木 造 13.0 が (8 置)まで 

コンクリート16.5が(10置)まで 

外：飛诗:を 

.； ::. --- 

高さ47加 m 幅 452 mm 奥巧3 14 mm 
(置台を含む） 

高さ510 mm 幅452麵奥巧314画 
(置おを含む） 

賣： . n . 量 

7.3 kg 

7.4 均 

,ィ種;類 普通筒しん 

哑び守を 

巧径 65 mm 層さ 2.8 mm 

安全；装;： 

自置 

巧震宮動消乂装置 

、その他;解装 

m 

給ミ由時白動消乂装置 J 


麵アフターサービス 


保証について 


•このコ□ナ5ミをス I -ーブ(こは保証書がついでいます。 

「お買いあげ曰-販売店爸」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大刷こ保管しでくださし、。 
•保証期間はお買いあげいただいた曰から1年間です。 

•巧のよラな原因による巧障および事故(こつさましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。 

• 変質な；由や不純な油など、またなミ宙が外の燃料使巧による故障や事故。 

#誤った使巧ちまじよる故障や事が。 


f 度理を依頼されるとき 


•本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま」12ぺージ）の頃にしたびつで觀ベでち良くならないときは、 
お買いずめの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓□にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい巧容はなの通りです。 

こ講の呼び t 保誌書をごらんくださし、。 

♦お買いあげ曰 

♦巧障が況（でさるだけ具体のにご連絡<ださい。） 

•ご住所-ご巧咨-お電話番号 

•修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

保証期間中であれば保証書の規定(こしたびつで無料修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店かお近くのコ□ナお客様ごす目談窓□にお問い含わせく 
ださい。 


■保 n 巧穗が過ぎでいるとをは 

•お買い求めの販壳廬にご相談ぐだきか。[修理じよって使巧でまる製馬についではお蓉様のご藥望により有料攒珪いたまず 

晒補修用糟能郝品の保替期間 

参5巧ストー:?®褲修群性能部贵（機弓旨を維持するために必要な都品）の保育期閒は製造巧ち描り鞭色貧でず。=；; 

■修理に出されるとをは:; r : ; r : .. M : 

•输送時や運釋骑に繪ミ由タシク;’種定タンクのじの油び残つたままですと、傾きや振動で：口■盛がこ時れる？どがありまず巧で、 
必す振き取つ芯ください C 
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TEL(082)871-3310 
TEL(082)871-3315 
TE しの舶 52 のーロ 51 
TEL(0859)33-8157 
TEL の 834^2 - 5567 


FAX(082)B71-3306 
FAXf082 871-0272 
FAX 086)243-7191 
FAXtoS 日 9)23—0709 
FAX のの 4 22—5589 


干 731-0138 
干 731-0138 
〒 700-09：?6 
干 683-0035 
T 745-0882 


FAXC0256)35-8519 
FAX(0256)32-2137 
FAX(025)2S6-3313 
FAX く 026^221—0039 
FAX く 0 巧 5)72—5 的 6 
FAX か巧 3)25— 9961 


〒巧已 -0864 

干お目 -086 ミ 
干お 0-0 が 5 
T381-0022 
T 944-0001 
x 399-0033 


FAX(027)361-9139 
FAX(027)364-3228 
FAXto28)632-5205 
FAX の 276)38-5508 


TB_(027)3 日 1 一 4 B06 くげ表 ) 
TEL ミ〇 27 ミ 363 - 8 9 日目如表ミ 
TEL 028 ミ 632-5 105 巧ちミ 
TeU0 27 6)38 —65 7 1 巧表ミ 


T 370-0007 
1=370-0007 
T 32 1-0933 
于 373-082 已 


TEUO が〉 852-4008 くげ表》 
TEUO 455852 -4802 巧表 S 
TEL(0 42 5 531 - 67 71 如表》 
T 巨しの 42 ) 53 卜 42 ? パげ表 ) 
T 巨 |_ く 055 ミ 268— 15 目 7 ミ巧を〉 
TEL わ 55 たが - け 6 がげ表 ) 


FAX(092)474-5775 
FAX(0942)81-3918 
FAX(093)592 —がが 
FAXf099)281-1252 
FAX り 96)369-6323 
FAX 095)882-7767 
FAX り如日 ) 25- 0685 
FAX(097)523-5162 


福 脚る 店福岡巧巧を区東比を 2 - 2 ィ〇 〒 8 12 -0007 TEL(09 2 ) 474 - 日 77 1 くげ巧 

化州〕 □ ナサービス ( 巧） * 佩が匯巧西の 63S-10 干 841 -0042 TEL(0942)81 -391 5 ^巧表ミ 

化な州営業巧化 ;I 州おか倉ゴ腿を客 2-6-4 〒日 03-0 が 6 TEL か 9 巧 532- 86 U か i まう 

鹿時居営業巧鹿時な市旧上 7-16-5 干 890-0034 TeU09 が 281 - 132 パげを〉 

熊本含業巧熊本巿尾ノ上 1-1 卜 12 で 862-091 3 TEL か 96)367— 7361^ 巧表 ) 

長崎営第巧長時県西彼な郡時津のだ底巧浜西 74 -1 〒 85 1- 2 106 TEL か 95 ミ 882 - 771 0 巧表ミ 
き骑営業所き巧巿巧 ft3-59-2 干 880- 0032 TE しか 98 引 29- 1680 げ表 ^ 

大公営業所大巧巧ミが 1T 目 19 害 干 870-01 07 TEU097) 自 23-5161 け表 ) 


M 広 度玄巧広宮巿を 1 左南区化園 3-27-20 
淀到〕日ナテクニカルサービス ( 巧 j 広居市ま佐巧径祇隨 3-27-20 
岡山営業 m 陶山巧辰己 35-1 03 
米さ営業巧ホろ巧目ス美肛 235-1 
徳山き業巧徳山巧徳山导ーノおを 563 1-4 


の苗ホ巧を巧 1 -8-47 千 564-0044 

吹坦ホ南を西 1 -8-47 干 564-0044 

ち化巿ミ里の 1T 目 8-5 干 760- 0078 

をず市げ見区竹巧段ノり I 原の 70- 1 干 61 2-8414 

返あ市師ち艮活 4-33 干 672-8071 

彦根市正ま寺の巧出 78 〒 522-0024 

福が山巧荒巧東の 68 〒 620-0061 


TE しの目 ) 6380-21 11( け表） FAXC06)6386-7262 
TEUO の 6386— 5670 代表 ^ FAX 06)6386-5588 
TEL の 87)835- 17 りミけをミ FAX りが ) 835- 0160 
TE しく 075)643-2002 ミげを ） FAX ミ 0 巧 ) 643— 0870 
下 EL の 792)34-291 1 がをミ FAX か？ 9 2)134- 6109 
TEL く 0749 ミ 24— 6239 如表 5 FAX く 0749 )26-21 16 
TEL の 773 た 2—0 の？ ( げ表） FAX(0773)23-7692 


FAX く 052)381—1 266 
FAX く 052 381-5244 
FAX(054 238-0006 
FAX(058)268-7550 

FAX のの〉 234-8472 

FAX の巧 ) 968-6212 
FAX(0564)25-I726 


を巧市が西巧の 1-1-25 テ 920- 0027 TEL(076)260-0567 ( け表 ） FAX の 76)2 目 0-0775 

まお市が西新の - 1-2 日 〒 920-0027 TE しり 76)260-0 日 38( 巧き） FAX ミ 076)260-0738 

客山巿田中の 2- 3 -巧 〒 930-09 お TE しり 76)444-0567^ ザ表） FAX り化 )444 -061 1 

巧井巿が苗東 1,607 千 91 8-8237 TELto776)23-0567 如表 FAX 0776)23-0580 


Sill 横1お 支 j 巧横筋で戸塚区原宿 4 了 g ?- 1 3 

S 滿麵 3 P ナテク ニ ヵルサ-ビス術）横お巧戸塚区原宿 4 了目 7 - 1 3 
m 立川営業所立り I 巧西邮巧 1-66- 口 
m ] □ナテクニカルサ-ビス巡立川巧西砂の 1-66-13 
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